
　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
被
災
地
で
救
援
活
動
に
参
加
し
た
国
際
医
療
援
助
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ

ム
ダ
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
沖
縄
支
部
の
大
城
七
子
音
店
卸
（
四
ヒ
）
が
二
日
、
県
庁
で
記
者
会
見
し
、

現
地
の
惨
状
を
報
告
し
た
。
「
蚊
が
多
く
マ
ラ
リ
ア
発
生
が
予
想
さ
れ
る
」
と
懸
念
。
「
因
っ
た
と
き
は

お
互
い
さ
ま
。
で
き
る
こ
と
を
少
し
で
も
」
と
、
県
民
の
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
城
看
護
師
が
報
告

｢ぞうり不足｣支援求める
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沖
縄
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
に
勤

め
る
大
城
さ
ん
は
先
月
十
六
日

か
ら
二
十
八
日
の
十
三
日
聞
、

津
波
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
エ
州
バ

ン
ダ
ア
チ
エ
で
活
動
し
た
。

　
発
生
か
ら
数
週
間
が
た
っ
て

も
遺
体
が
点
在
し
、
悪
臭
が
ク

ち
込
め
る
。
「
想
像
も
で
き
な
い

状
況
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
。

大
城
さ
ん
白
身
も
体
調
不
良
に

悩
ま
さ
れ
つ
つ
、
時
に
徹
夜
で

医
療
救
援
活
動
に
あ
た
っ
た
。

　
現
地
で
足
り
な
い
も
の
は

　
「
ぞ
う
り
」
。
は
だ
し
で
歩
か

ざ
る
を
得
ず
、
破
傷
風
で
死
亡

す
る
人
が
多
い
。
医
師
が
死
亡

し
、
持
病
の
治
療
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
「
行
政
か
ら
も
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
か
ら
も
こ

ぼ
れ
て
し
ま
う
二
次
被
害
」
の

救
済
に
も
力
を
入
れ
た
。

　
帰
国
の
際
に
は
、
現
地
の
看

護
師
か
ら
「
今
度
沖
縄
で
何
か

あ
っ
た
ら
私
た
ち
が
行
く
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
感
激
し
た
。

　
菌
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

と
い
う
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
精

神
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
、
こ
の
時
ば
か
り
は
笑
顔
を

浮
か
べ
た
。

　
岡
山
市
の
本
部
か
ら
来
県
し

仁
豆
ぺ
灰
即
事
暖
は
、
高
二
回

マラリアも懸念
ス
マ
ト
ー
フ
沖
地
震
の
救
援
活

動
を
報
告
す
る
大
城
看
護
師

と
菅
波
理
事
長
、
大
仲
支
部

長
（
左
か
ら
）
＝
県
庁

沖
縄
平
和
賞
の
副
賞
一
千
万
円

を
一
時
的
に
救
援
活
動
に
充
て

た
こ
と
を
報
告
。
「
県
民
の
お
金

で
沖
縄
か
ら
の
世
界
平
和
発
信

が
で
き
た
」
と
謝
意
を
示
し
た
。

　
同
席
し
た
沖
縄
支
部
の
大
仰

良
一
支
部
長
（
沖
縄
セ
ン
ト
ラ

ル
詞
院
長
）
は
「
今
後
、
い
つ
で

も
人
を
出
せ
る
態
勢
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
言
、
支
援
活
動
を

強
化
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　
稲
嶺
恵
一
知
事
も
こ
の
日
コ

メ
ン
ト
を
出
し
、
「
平
和
賞
の

趣
旨
に
も
通
じ
、
非
常
に
意
義

菌
ソ
ヒ
舌
訪
い
示
度
ビ
こ
。

２００５年汗成17年）２月３日木曜日
ぶ　_ヱ-ｲ’


	page1

